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ゲー ム マ ニュ アル 


キー 操作 と コマ ンド 、 画 面 の 見 方 


Lesser/ 上 Mern 


探 人 方 法 の NO 


基本 操作 の 説明 
基本 操作 と は 、 移 動画 面 や 戦闘 画面 な ど で 共 通 の 操作 方 法 で す 。 


@ キ ー ボ ポー ド で の 基本 操作 

衣 キ ャ ラク ター や アイ テム 選択 枠 な ど を 移動 させ る 時 
zi2ct 王 0 の 20 UI 皇 王 で の 移動 ます 。 
テン キー の [ 4 ] か [ーー] キー で 、 左 へ 移動 し ます 。 
テン キー の [6 ] か [づつ] キー で 、 へ 移動 し ます 。 
テン キー の 【[ 8 ] か [ † ] キー で 、 上 へ 移動 し ます 。 

支 選ん だ コマ ンド な ど を 決定 する 時 
[スペ ー ス ] か [リタ ー ン ] キー で 決定 し ます 。 

衣 選 ん だ コマ ンド な ど を 取り 消す 時 
テン キー の [0] か [ESC] キー で 取り 消し ます 。 


倫 ビ ジョ イ バ ッ ド で の 基本 操作 
衣 キ ャ ラク ター や アイ テム 選択 梓 な ど を 移動 させ る 時 
池下 ー が 二 キ ニー ボー ド R の TE 三 ][ 三 [1 」 キ ー と 同 選 働き を を し ます 。 
誠志 ん だ コマ ンド な ど を 決定 する 時 
右 の ポタ ン で 決定 し ます 。 
諾 選ん だ コマ ンド な ど を 取り 消す 時 
左 の ポタ ン で 取り 消し ます 。 


移動 画面 で ウイ ンド ウ を 開く 時 
@ キ ー ボ ポー ド で 操作 する 場合 

衣 ス テー タス と コマ ンド を 表示 する 時 
テン キー の [0 ] か [ESC] キー で 表示 され ます 。 

廊 ス テー タス と コマ ンド の 表示 を 消す 時 
テン キー の [0] か [ESC] キー を 押す と 消え ます 。 
何 か コ マン ド を 選ん だ 時 は 、 テ ン キ ー の [0] か [ESC] キー を 、 何 同 か 押す と 消え ま 
の 


@ ジ ョ イ バ パッド で 操作 する 場合 
衣 ス テー タス と コマ ンド を 表示 する 時 
左 の ボタ ン を 押し て くだ さい 。 
放 ス テー タス と コマ ンド の 表示 を 消す 時 
左 の ボタ ン を 押し て くだ さい 。 
何 か コ マン ド を 選ん だ 時 は 、 左 の ボタ ン を 何 回 か 押す と 消え ます 。 


用 


特別 な 機能 の 説明 
キャ ラク ター が 、 建 物 の 後ろ に 隠れ て も 見 える よう に する 時 
[CAPS] キー を ON の 状態 に し て くだ さい 。 
OFF の 状態 に する と 、 元 に 戻り ます 。 
@ メッセージ を 速く 表示 させ る 時 
[カナ ] キー を ON の 状態 に し て くだ さい 。 
OFF の 状態 に する と 、 元 に 戻り ます 。 


各 コ マン ド の 説明 間 織 NIINNNNNWI 細 


移動 画面 の コマ ンド 
人 @ 使 う 
消 費 ア イ テ ム を 使っ た り 捨て た り し ます 。 
カー ソル を 移動 し て アイ テム を 選び 、 決 定 し て くだ さい 。 
人 @ 魔 法 
支 各 魔 法 を 使い ます 。 
詳し く は 『 魔 法 』 の 項目 を 参照 し て くだ さい 。 
人 @ 半 備 
文武 器 や 防具 、 装 備 ア イィ テム を 装備 し た り 、 捨 て た り し ます 。 
(捨て られ な い 物 も あり ます 。 ) 
衣 武 器 な どの グラ フィ ッ ク が 表示 され 、 青 い 枠 で 囲ま れ て いる も の は 、 現 在 装備 し て いる も 
(の 9090 
友 選 択 枠 を 移動 し て 、 決 定 する と 装備 を 変更 で きま す 。 
友 呪 われ て いる 武器 な ど を 装備 し た 時 は 、 あ る 国 の 「 井 戸 」 か 「 ト パプ ヂ の 村 」 の ある 場所 で 
呪い を 解く まで は 外せ ませ ん 。 
⑯ ス テー タス 
衣 タ イル の 能力 値 を 表示 し ます 。 
友 聖 獣 を 召喚 し て いる 時 は 、 も う 一 度 決定 キー を 押す と 聖 獣 の ステ ー タ ス が 表示 され ます 。 
ディ スク ーー ゲー ム の デー タ を 保存 し た り 読 み 込 ん だ り し ます 。 
廊 セー ブ 
ゲー ム を 途中 で や め る 時 に 、 現 在 の ゲー ム の デー タ を 保存 し ます 。 
デー タ は 最大 5 つま で セー ブ で きま す 。 
デー タ を セー ブ す る と 、 そ の 時 の 日 付け と 時 間 も 記 録 さ れ ま す 。 
衣 ロ ー ド 
過去 に セー ブ し た ゲー ム の デー タ を 読み 込み ます 。 
過去 に セー ブ し た 時 と 、 同 じ 状 態 で ゲー ム を 再開 で きま す 。 
@ シ レス テム BGM を 消し た り し ます 。 
衣 サ ウン ド 
「ON 」 に する と 、BGM を 聞く こと が で きま す 。 
「OFF 」 に する と 、BGM を 聞く こと は で きま せん 。 








容 iK3 

タイ ル の 衝動 速度 を 変更 し ます 。 

原則 的 に 、「 フ ー ウ ェ イ ト 」 が 一 番 速 く 、 次 いで 「 フ ァ ー ス ト 」「 フ ノー マル 」「 ス ロー」 
の 順 で す 。 


た だ し 、 機 種 に よっ て は スピ ー ド が 、 ほ と ん ど 変 わら ちな いこ と も あり ます 。 


| MO OO 0 0 


戦闘 画面 の コマ ンド 
俺 行動 
この コマ ンド は 、 後 述 の 「 タ イル 」 か 「 聖 獣 の 名 前 」 で 選ん だ コマ ンド を 実行 し ます 。 
何 も 選 ば ず に この コマ ンド を 選ぶ と 、 自 動 的 に 「 反 撃 」 を 選ん だ こと に な り ま す 。 
た だ し 、 一 度 コ マン ド を 選ぶ と 、 そ の 戦闘 中 は 「 行 動 」 を 選ぶ だ け で 前 回 選ん だ コマ ン 
」 ド が 実行 され ます 。 
※「 使 う 」 で アイ テム を 使い 、 前 回 使っ た アイ テム が 箇 い と き な ど は 、「 行 動 」 を 選ぶ と 
「 反 撃 」 を 実行 し ます 。 
一 度 戦闘 が 終了 し て 、 別 の 戦闘 が 始ま っ た 時 に 「 行 動 」 を 選ぶ と 、 前 回 選ん だ コマ ンド 
は 取り 消さ れ て 、 自 動 的 に 「 反 撃 」 を 選ん だ こと に な り ま す 。 
久 タ イル 
' 「 タ イル 」 を 選ぶ と 、 下 記 の コマ ンド が 表示 され ます 。 
友 攻撃 一 一 選択 カー ソル で 選ん だ 敵 だ け を 攻撃 し ます 。 
友 魔 法 一 一 各種 魔法 を 使い ます 。 
1 詳し く は 、『 魔 法 』 の 項目 を 参照 し て くだ さい 。 
友 使う 一 一 消費 アイ テム の 一 覧 を 表示 し ます 。 
選択 析 を . アイ テム に 合わ せ て 決定 する と 、 そ の アイ テム を 使う こと が で きま 
す 。 
友 反撃 一 一 自分 か ら は 攻撃 を し ませ ん が 、 自 分 が 攻撃 を 受け た 敵 に 対し て は 反撃 し ます 。 
文 防御 一 一 敵 の 攻撃 か ら 身 を 護り ます 。 
衣 逃 げ る 一 一 英 の 前 か ら 逃 げ 出 し ます 。 
成功 する と 移動 画面 に 戻り ます 。 
I 失敗 する と 戦闘 が 続き ます 。 
' 氷 「 攻 撃 」 と 「 反 撃 」 の 詳し い 説 明 は 『 攻 撃 と 反撃 の 違い 』 の 項目 を 参照 し て くだ さい 。 
人 @ 阻 獣 の 名 前 ( 聖 獣 を 召喚 し て いる 時 の み 、 そ の 聖 獣 の 名 前 が 表示 され ます 。 ) 
「 聖 獣 の 名 前 」 を 選ぶ と 下記 の コマ ンド が 表示 され ます 。 
攻撃 一 一 選択 カー ソル で 選ん だ 敵 の み 攻 撃 し ます 。 
反撃 自分 か ら は 攻撃 を し ませ ん が 、 自 分 が 攻撃 を 受け た 敵 に 対し て は 反撃 し ます 。 
援 議 一 一 聖 獣 が タイ ル の 代わ り に ダメ ー ジ を 受け ます 。 
タイ ル は ダメ ー ジ を 受け ませ ん 。 



































タイ ル と 聖 獣 の 能力 回 呈 記 間 間 間 間 間 間 昌 昌 HI 


各 ス テー タス の 説明 
@ び LEVELーー レ ベル 
廊 キ ャ ラク ター の 強 さ の 目安 で す 。 
この 数 値 が 大 きい ほど 、 強 い キ ャ ラク ター だ と 思っ て くだ さい 。 
毒 を 受け た り 、 麻 痺 し て いる 時 は 、 レ ベル の 右側 に 「 毒 」「 麻 痺 」 と 、 そ れ ぞ れ 表 示さ れ 


198 
@EE XP ビーー エ クス ペリ エン ス 
衣 タ イル の 経験 値 で す 。 


敵 を 倒す と この 数 値 が 上 が り 、「NEXT」 の 値 以上 に な る と レベ ル が 上 が り ま す 。 
@ 日 P ピ ーー ヒッ ト ポ ボイン ト 
『HP』 と は 、「HIT POINT (ヒッ ト ボ イン ト ) 」 の 路 で 、 そ の キャ ラク ター の 
その 時 の 生命 力 を あら わす 数 値 で す 。 
敵 か ら 攻 撃 を 受け る と 、HP は 減少 し て いき 0 に な っ た と き 、 そ の キャ ラク ター は 死ん で 
し まい ます 。 
し た が っ て 、HP の 数 値 が 大 きい ほど 、 そ の キャ ラク ター は 死に に くく な り ま す 。 
@MPーー マ ジッ クボ イン ト 
『MP』 と は 、「MAGIC POINT (マジ ッ ク ポ イン ト ) 」 の 員 で 、 タ イル の その 
時 の 魔術 力 を あら わす 数 値 で す 。 魔法 を 使う 度 に 減少 し て いき ます 。 
し た が っ て 、MP の 数 値 が 大 きい ほど 、 タ イル は た くさ ん の 魔法 を 使う こと が で きま す 。 
MP は 、MP 回 復 ア イ テ ム を 使う か 、 和 宿屋 に 泊まる と 回 復 し ます が 、 例 外 も あり ます 。 
@STR 一 一 スト レン グ ス 
衣 タ イル の 攻撃 力 で す 。 
この 数 値 が 大 きい ほど 、 敵 に 大 き な ダ メー ジ を 与え る こと が で きま す 。 
[ ] の 中 の 数 値 は 、 装 備 し て いる 武器 な どの 強 さ で す 。 
@DEFー 一 ディ フェ ンス 
衣 タ イル の 守備 力 で す 。 
この 数 値 が 大 きい ほど 、 敵 か ら 受 ける ダメ ー ジ は 少な く な り ま す 。 
[] の 中 の 数 値 は 、 装 備 し て いる 防具 な どの 強 さ で す 。 
@AGLーー ア ジリ ティ 
表 タ イル の 行動 力 で す 。 
この 数 値 は 、 戦 闘 中 に 行動 する 度 に 減少 し て いき 、0 に な る と 行動 で き な く な り ま す 。 
一 回 の 攻撃 が 終る と 、 あ る 程度 回 復 し ます 。 
戦闘 が 終る と 、 最 大 値 ま で 回 復 し ます 。 
[] の 中 の 数 値 は 、 装 備 し て いる 防具 な ど に よる 「AGL.」 の 修正 値 で す 。 











@MGR 一 一 マジ ッ ク レ ジス タン ス 
支 敵 の 魔法 攻撃 に 対す る 防御 力 で す 。 
この 数 値 が 大 きい ほど 、 魔法 攻撃 を 受け た 時 の ダメ ー ジ が 少な く な り ま す 。 
久 SEN 一 一 セン ス 
衣 タ イル の 知覚 で す 。 
この 数 値 が 大 きい ほど 、 タ イル が 攻撃 する 時 に 有利 に な り ま す 。 
[] の 中 の 数 値 は 、 装 備 し て いる 防具 な ど に よる 「 SEN」 の 修正 値 で す 。 
の WINVENTRY イン ヴェ ント リィ 
廊 装備 し て いる 武器 な どの 一 覧 を 表示 し ます 。 
⑱GOLD 一 一 ゴー ルド 
衣 タ イル の 所 持 金 で す 。 
@NEXT エ ーー ネクス ト 
諾 経験 値 が 、 こ の 値 以 上 に な る と し ベル が 上 が り ま す 。 
免 MAX HP 一 一 マッ クス ヒッ ト ポ イ ント 
文生 命 力 の 最大 値 で す 。 
⑯MAX MP 一 一 マッ クス マジ ッ ク ボ イン ト 
文 魔術 力 の 最大 値 で す 。 








攻撃 と 反撃 の 違い 


@「 攻 撃 」 は 、 プ レイ ヤー 側が 敵 に 向っ て 行っ て 攻撃 を し ます 。 ( 図 A ) 

その 時 、 他 の 敵 か ら 攻 撃 を 受け た 場合 ( 凶 B ) 、 そ の キャ ラク ター は 自分 を 攻撃 し た 敵 に 
対し て 何 も し ませ ん 。 ( 図 C ) 
@「 反 撃 」 は 、 プ レイ ヤー 側 か ら は 攻撃 を し ませ ん 。 ( 図 D ) 
し か し 、 敵 が 向っ て 来 て 、 反 撃 体 制 の キャ ラク ター を 攻撃 し た 場合 、 そ の キャ ラク ター は 
自分 を 攻撃 し た 敵 を 自動 的 に 攻撃 し ます 。 ( 図 E ) 





( 図 A) 
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画面 の 昌 NM0 (0 MOWW 


移動 画面 一 タイ ル が メイ ンマ ッ プ 上 を 移動 する 時 の 画面 で す 。 





⑱ メ イン マッ プ 上 に は 障害 物 ( 木 や 山 な ど ) が あり 、 タ イル は 、 こ の 上 を 通る こと は で きま 
せん 。 

信 町 や 村 な どの シン ボル に 、 下 か ら 接 触 す る と 中 へ 入る こと が で きま す 。 例外 も あり ます 。 

人 敵 の シン ボル (渦巻 ) と 接触 する と 、 戦 闘 画面 に 切り 変わ り ま す 。 

人 @ 戦 闘 時 に 敵 か ら 毒 の 攻撃 を 受け る と タイ ル は 赤く 点滅 し 、 毒 を 受け た 状態 に な り ま す 。 

人 @ 戦 闘 時 に 敵 か ら 特 殊 攻 撃 を 受け る と タイ ル は 青く 点滅 し 、 麻 痺 し た 状態 に な り ま す 。 


会 話 一 一 町 や 村 な ど で 情 報 を 収集 する た め に 行い ます 

タイ ル を 話 が し た い キ ャ ラク ター に 接触 させ る と 話 が で きま す 。 

① か ② の 場所 に キャ ラク ター の セリ フ が 表示 され ます 。 

メッ セー ジ を 読み 終っ て 最後 に 「 事 」 が 表示 され た ら [スペース] か [リタ ー ン ] キー 
を 押し て くだ さい 。 


トゲ 
此 バ ソル ( 二 ウル 9 は 押 時 すさ) ル けさ は 作 人 入 4 
お ぬ し 、 タ イル で は な いか ? 」 
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ショ ッ プ 画面 一 アイ テム の 売買 や 宿屋 に 泊まる 時 の 画面 で す 。 














@ お 店 や 和 宿屋 な ど に 入っ た 時 、 そ の 中 の 様子 が A の よう な 画面 で 表示 され ます 。 

① 店 員 と 話す 時 は 、 カ ウン ター 越し に 話し か け て くだ さい 。 
そう する と 、B の よう な 画面 が 表示 され ます 。 

② 「 買 う 」「 売 る 」 な どの 各 コ マン ド が 表示 され ます 。 
特に 「 買 う 」「 売 る 」 を 選ん だ 時 は 、 選 択 カ ー ソ ル が 表示 され ます の で 、 目的 の アイ 
テム に 合わ せ て か ら 決 定 し て くだ さい 。 

③ 店 員 の セリ フ 、 品 物 、 価 格 な ど が 表示 され ます 。 

④ 現在 の 所 持 金 が 表示 され ます 。 

⑤ 店 員 の 顔 の グラ フィ ッ ク が 表示 され ます 。 


ElIWHII 目 | 














戦闘 画面 一 移動 画面 で 、 敵 に 接触 する こと 、 こ の 画面 に な り ま す 。 





① モン スタ ー の グラ フィ ッ ク や 攻撃 する 敵 の 選択 カー ソル 、 ア デイ テ ム の 一 覧 が 表示 され 
まま 

② メッ セー ジ や 戦闘 の 結果 な ど が 表示 され ます 。 
攻撃 時 は ⑥ の コマ ンド 枠 が 表示 され ます 。 

③ タイ ル の HP と MP が 表示 され ます 。 
( 聖 獣 を 召喚 し て いる 時 の み 、 そ の 聖 獣 の HP も 表示 され ます 。 ) 

④ 聖 獣 を 召喚 し た 時 、 そ の 聖 獣 の グラ フィ ッ ク が 表示 され ます 。 

⑤⑥ ④ と 同様 で す 。 

⑯⑥ タイ ル と 聖 獣 の 使え る コマ ンド が 表示 され ます 。 


Ti 


ゲー ム オ ー バ ー て と 状態 の 説明 

葵 ゲー ム オ ー バ ー 
タイ ル が 死ん だ 時 は 、 ゲ ー ム オー バー に な り ま す 。 
ゲー ム オ ー バ ー に な っ た 時 は 、 前 回 セー ブ し た 所 か ら ゲ ー ム が 再開 し ます 。 
聖 獣 が 死ん だ 時 は 、 メ イン マッ プ 上 に ある 復活 場所 へ 行っ て 、 そ れ ら し いも の に 接触 する 
と 、 聖 獣 は 復活 し ます 。 
聖 獣 が 7 死ん で も 、 ゲ ー ム オー バー に は な り ま せん 。 
タイ ル の HP は 、HP 回 復 の 魔法 や アイ テム を 使う か 、 和 宿屋 に 泊まる と 回 復 し ます 。 
聖 獣 の HP は 、 復 活 場所 へ 行っ て 、 そ れ ら し いも の に 接触 する まで は 回 復 し ませ ん 。 

@ 状 態 

「 毒 」 を 受け る と 、 歩 いた り 、 戦 闘 時 に 一 回 行動 する 度 に HP が 減少 し て いき ます 。 
「 麻 痺 」 す る と 、 戦 闘 時 に 「 攻 撃 」 を 選ん で も 攻撃 が で き な く な り ま す 。 
回 復 す る 時 は 、「 解 寺 」 や 「 麻 痺 解除 」 の アイ テム か 魔法 を 使う と 回 復 し ます 。 
詳し く は 『 ア イ テ ム 』 と 『 魔 法 』 の 項目 を 参照 し て くだ さい 。 


軸 逐 ) 


レッ サー メル ン の 世界 


Lesser/ ル emm 


スト ー リ ー 回 還 還 串間 Il lee 。 


漆黒 の 空間 の 、 そ の 中 心 に 程 近 い 場 所 に 、 あ る 時 ひっ そり と 1 匹 の 龍 が 生ま れ た 。 
いや 、2 匹 と 言っ た ほう が 正確 な の か も し れ な い 。 そ の 龍 は 、 2 匹 の 龍 が 螺旋 状 に 絡み 合っ た 姿 
を し て いた 。 片 方 は 青色 で 、 片 方 は 赤色 を し て いた 。 彼 ら は 常に 2 つと し て は いら れず 、 さ り と 
て 1 つ で も な か っ た 。 そ れ は 地 龍 と 言っ た 。 


地 龍 に は 何故 か 、 他 の も の を 生み 出す 力 が 備わっ て いた 。 何 故 そ の 力 が ある の か ? それ は 彼 
ら に も 分 か ら な い 。 た だ 、 そ の 力 を 用 いな けれ ば な ら な いと いう 強い 使命 感 に 燃え を て いた の だ 。 
一 刻 、 孤 独 を 舐め あっ た 地 龍 は 、 そ れ が 拭い 去ら れる 時 を 夢 に 描い て 、 あ り と あら ゆる も の を 現 
し 、 産 ん で いこ うと 誓っ た 。 役 ら は 、 共 に 生き 、 共 に 進め る 後継 者 の 存在 を 欲し て いた の だ 。 

彼ら は いずれ 生ま れ て くる で あろ う 後 継 者 の た め に 、 漆 黒 の 空間 の いた る と ころ に 、 小 さ な 生 
命 の 種 を 植え た 。 彼 ら は せっ せ と 働 き 、 結 果 、 種 は ト い くつ か の 芽 を 出し て いっ た 。 


地 龍 は 歓喜 し て 、 そ の 芽 を 大 きく 育て て いこ うと が ん ば っ た 。 雑草 が 生え れ ば それ を 絶 や し 、 
痩せ 細っ て は 糧 を 与え 、 倒 れ か けれ て は 支え た 。 

し か し 、 彼 ら の 努力 も 空しく 、 そ の 中 で 大 輪 の 花 を 咲か せる も の は と うと う 現 れ な か っ た 。 
ある も の は 大 きく 根 を 張る こと な く 時 の 彼方 に 流さ れ 、 あ る も の は 若 枝 を 伸ばす 前 に 腐り 、 ま た 
ある も の は 大 きく 育っ た 2 本 の 枝 が 、 少 な い 養 分 を 求め て 争い 、 と も に 枯れ 果て て し まっ た 。 
地 龍 の 期待 が 高けれ ば 高い ほど 、 そ れ は 脆く も 崩れ 去っ て いく の だ っ た 。 


赤 龍 は 1 つの 種 が 終局 を 迎え る ご と に 痩せ 衰え て いっ た が 、 青 龍 は 1 つの 種 が 終局 を 迎え る ご 


と に 力 を みな ぎら せ て いっ た 。 と うと う 全 て の 種 が 失敗 に 終わ っ た 時 、 赤 龍 は 多 期 を 間近 に し た 
老人 の よう に 無気力 に な っ て し まっ て いた 。 
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失意 の 青龍 は 力 な く 横 た わる 赤 龍 を ひき ずる よう に し て 漆黒 の 世界 を 放浪 し た 。 


も う 諦 め よ う 。 も う 後 継 者 を 作ろ うな ど と は 思う まい 。 こ の 宇宙 か ら は 我ら の あと を 継ぐ も の は 
現れ て は くれ ん の だ 。 も う 、 こ ん な 力 を 使う の は こり ご り だ ・・・。 


放浪 の 末 辺 境 に た どり 着い た 地 龍 は 、 そ こ に 和らい だ 小さ な 空間 を 見 つけ た 。 暖 か な 陽光 に 包 
まれ て 、 不 思 議 と 懐か し い 気 持ち に な っ た 地 龍 は 、 そ こ で 最後 の 創造 を 行っ て みよ うと 考え た 。 


ここ で うま くい か な い の な ら 、 こ こ を 墓標 こし て 永遠 に 眠る こと に し よう 。 も は や 赤 龍 に は 旅 を 
続け る 力も な い の だ か ら 、 と 。 


青龍 は 、 力 な く 横 た わる 赤 龍 を 見 て 物悲しい 叫び 声 を あげ 、 大 きく 交 を 吐い た 。 そ し て 、 涙 と 
血 を 一 滴 ず つ 流 し た 。 

炎 は この 世界 の 大 地 と な っ た 。 涙 は 女 の 形 と な り 、 血 は 男 の 形 と な っ た 。 青 龍 が 咲 える と 男女 
は 動き 出し た 。 

青龍 は 、 彼 ら が 活発 に 動き 出し た の を 見 と どけ る と 、 自 ら 作 っ た 大 地 の 中 へ と 入っ て いっ た 。 
未だ 苦し みう な だ れる 赤 龍 を 引き ずり な が ら ・・・ 


昌 還 際 昌 NIIMWWMd0WmmmWmW 


青龍 の 涙 と 血 か ら 生ま れ た 男女 、 そ の 男女 が タル ナス と マー ティ ア だ っ た ・・・ 


タル ナス と マー ティ ア ・・・ 初 め 、 こ の 地 に は 二 人 し か いな か っ た 。 役 ら は 他 の 生命 を 造る 術 と 
それ を 破壊 する 術 を 心得 て いた 。 片 方 が 地 を 遺 う も の を 造れ ば 片方 が 水 に 住む も の を 造っ た 。 
片方 が 男 を 造れ ば 片方 が 女 を 造っ た 。 あ る と き は 造り 、 あ る と き は 減 ぼ し た 。 

思う まま の 7 0 0 0 年 を 彼ら は 過ごし た 。 


創造 と 破壊 ・・・ ど ん な に スリ リン グ な も の で も 数 を こなせ ば つま ら な いも の に な っ て いく 。 
彼ら は この 、 創 造 と 破壊 と いう 単調 究 ま る リズ ム に 日 毎 に 飽き て きた 。 究 極 の 退屈 感 の 中 か ら 、 
二 人 は 相手 を 傷つけ た いと いう 衝動 に 駆 ら れる よう に な っ た 。 


そし て 、 彼 ら は 遂に 争い 出し た 。 す で に 文明 を 築い て いた 人 類 を 二 つ の 集団 に 分 け 、 モ ンス タ 
ー と 共に 、 自 軍 の 先 兵 と し て 戦わ むせ た の で ある 。 二 人 の 攻撃 魔法 が 飛び 交 う 中 、 人 間 対 人 間 、 モ 
ンス ター 対 モ ンス ター、 モ ンス ター 対人 間 の 戦い が 1 0 0 年 以上 続い た 。 こ の 様相 は あたかも 二 
人 の プレ イヤ ー に よる ウォ ー ゲ ー ム の よう で あっ た 。 


この 時 、 戦 渦 を 逃れ て いた 古代 人 の 1 団 が あっ た 。 当 時 の 伝説 的 な 英雄 、 ヴ ェ ネ ジニ を 中 心 と 
し た 者 た ち で ある 。 ヴ ェ ネ ジニ は ば 鋭い 洞察 力 を 持ち 、 地 龍 の 存在 を 知覚 し て いた 。 彼 は 地 龍 が 眠 
る と いわ れる 草原 の 上 に 長城 を 築 か せ 、 仲 間 を ここ に 住ま せ て いた 。 こ の 草原 は 激戦 の 中 心地 で 
あっ た が 、 彼 の 城 だ け は 不思議 と 、 い か な る 攻撃 に も 耐え て いた 。 


ヴェ ネジ ニ は タル ナス と マー ティ ア に 、 自 分 た ち が 地 龍 か ら 生 まれ た 同族 で ある こと を 認め 、 
すぐ に 戦い を や め る と 地 龍 に 朱 う よう 求め て きた 。 二 人 は この 要求 を の まな か っ た が 、 す で に 1 
0 0 年 以上 も 続い た 戦い で 療 れ 果て て いた 彼ら は 、 こ れ を 機 に 、 つ い に 決 着 の 戦い を 始め た 。 


勝負 は 相打ち の よう に 見 えた 。 
二 人 を 中 心 に 広がる 大 爆発 。 山 は 月 れ 、 川 は 需 え た ぎり 、 数 多 の 星 が 流れ た 。 
燃 を 上 が る マー ティ ア 、 砕 け 散 る タル ナス 。 人 類 の 文明 も 一 度 滅び ざる を えな か っ た 。 
無敵 を 誇っ た ヴェ ネジ ニ の 長城 も 、 ヴ ェ ネ ジニ と 共に 、 裂 けた 大 地 の 底 に 消え 去っ た 。 

マー ティ ア は 燃え 尽き 、 叫 び 声 と 共に 大 地 に 微 庫 の 痕跡 も 残さ ず に 消え 失せ た 。 砕 けた タル ナ 
ス の 肉体 は 5 つの 精 痕 と な っ て 大 地 の い ず こ か に 散ら ば っ た 。 

















や が て 2 0 0 0 年 の 時 が 経ち 、 人 類 の 文明 は も う 一 度 か つて の 輝き を 取り 戻 そ うと し て いた 。 
但し 、 崩 壊 の 影響 を 受け て 、 人 類 は 8 つの 種族 に 別れ て し まっ て いた が ・・・ 


そし て また 、 そ の 平穏 を 破る よう に 、 ウ ォ ー ル 族 が この 地 の 和 覇 者 と な ろう と 戦い を 起こ し た 。 
呪術 を 使う 者 と し て 他 の 種族 か ら 忌 み 嫌 われ 、 ム ノン 族 に 奴隷 と し て 使わ れ て いた 彼ら で あっ た 
が 、 ア ナミ ス と いう 女性 が 族長 に な っ て 以来 、 急 に 勢力 を 延び ば そう と し て いる の だ 。 
今や 、 ウ ォ ー ル 族 は 呪術 で 怪物 を 現 じ 、 自 ら も また 剣 を 持っ て 戦い 、 世 界 を 恐怖 の 中 に 突き 落と 
そう と し て いる の だ ー--。 


この 次 に 世界 が 迎え る の は 、 果 た し て 終 未 な の か 、 そ れ と も ・・・。 


用 語 の 解説 間 介 NNN 人 MM WM 


「 レ ッ サ ー メ ルン ,」 の 意味 て は や 

『 レ ッ サ ー メ ルン 』 と いう この 世界 独特 の 言葉 を 、 我 々 の 言葉 に 置き 替え る な ら 、 直 訳す る と 、 
『 さ ら に 美しき メル ン 』 と いう こと に な り ま す が 、 こ の 言葉 に は まだ いく つか の 意味 が 含ま れ て 
いま す 。 

この 言葉 は 、 あ る い は 『 幸 福 な 時 代 』 を あら わし 、 あ る い は 『 幸 福 な 世界 』 を も あら わし て いる 
の で す 。 


『 レッサー メル ン 』 と いう 言葉 自体 は 、 次 の よう な 成立 過程 を 持っ て いま す 。 

メル ン 族 は この 世界 の 中 で も っ と も 進ん だ 美的 価値 観 を 持っ て お り 、 中 で も 、 幼 年 期 の 「 天 子 
」 達 と 、 成 人 し て 1 年 未満 の 女性 を こと の ほか 尊い も の と し て いま す 。 こ の 「 美 し く 尊 い 2 つの 
も の 」 が 共に 空 を 飛ぶ 儀礼 が あり 、 か つて は これ を 『 ル シア ス 』 と 呼び まし た 。 
(『 ル シア ス 』 は 、 古代 語 で 「 最 尊 」 を 意味 する 、『 ル ウシ ア 』 が 起源 の よう で す ) 
この 『 ル シア ス 』 が 『 ル シア ス ・ メ ルン 』 と な り 、 さ ら に な まっ て 『 レ ッ サ ー メ ルン 』 と 呼ば れ 
る よう に な っ た の で す 。 

成人 し た 「 天 使 」 の よう な メル ン の 女性 が 、 繊 細 な 白色 の 、 し か し 日 の 光 を 受け て 七色 に 変化 
する 羽根 を 広げ て 、 小 さ な 「 天 子 」 達 と この 大 地 の 上 空 を 飛ぶ 姿 は 「 幸 福 の 象 徴 」 と 言わ れる ま 
で 他 の 種族 に も 愛さ れ ま し た が 、 こ の 女性 や 子供 た ちの 美 し さ に 目 を 付け た 奴隷 商人 (彼ら は 主 
に ウォ ー ル を 売り 買い し て いま し た ) の た め に 誘拐 な どの 事件 が 相次ぎ 、 子 係 を 残す 女性 と 、 そ 
の 子孫 その も の が 少な く な っ て いく に つれ 、 こ の 儀礼 も 行わ れ な く な っ て し まい まし た 。 

その 後 、 こ れ に 歩調 を あわ せる よう に し て この 世界 その も の の 様子 が お か し く な る と 、 メ ルン 
族 の 人 々 は 、「 ま た 『 レ ッ サ ー メ ルン 』 の 儀礼 が 行え る 幸せ な 時 代 が 来 て 欲し い 」 と いう 願 い を 
込め て 、『 レ ッ サ ー メ ルン 』 に 『 幸 福 な 時 代 』」 と いう 意味 を 持た せ て 使う よう に な っ た の で す 。 

さら に は これ に 『 そ の よう な (幸福 な ) 国 』 と いう 意味 が 加わ り . すぐ に 『 幸 福 な 世界 』 と い 
う 意 味 ま で 含ま れる よう に な り ま し た 。 

『 レ ッ サ ー メ ルン 』 と いう 言葉 の 、「『 世 界 』 と いう 意味 に は 重大 な 意義 が あり ます 。 そ れ は 、 
《 歴 史上 、 こ の 言葉 が 初め て 『 世 界 』 と いう 概念 を 人 々 に も た らし た 》 こと に ほか な り ま せん 。 

この 言葉 を メル ン 族 が 使い 出す まで 、 ム ノン 族 を 始め と する この 世界 の 他 の 種族 に は 、 我 々 に 
と っ て の 『 地 球 』 や 『 全 世界 』 に 相当 する 考え 方 や 言葉 を 持っ て いま せん で し た 。 当 時 の 最大 の 
単位 は 『 種 族 』 で 、 そ の 下 に 『 国 』 や 『 部 沙 』 の 単位 が あり 、 そ れ か ら 『 家 族 』、『 兄 弟 』、『 
個人 』 と 最小 単位 に 降り て いく の で す (主人 公 の タイ ル な ら 『 リ ム ス 族 の 、 セ ヴァ 国 の 、 ラ サテ 
ィ 家 の 、 タ イル 君 』 と な る 訳 で す ) 

も し ウォ ー ル に よる 戦乱 の 幕 が 閉じ られ る 時 が 来 た ら 、 そ の 時 こそ 、 こ の 『 レ ッ サ ー メ ルン 』 
と いう 言葉 が 、 全 て の 意味 と と も に 、 正 確 に 、 そ し て 永遠 の 輝き を 放っ て 使わ れる よう に な る の 


か も し れ ま せん 。 
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魔法 呪術 の 違い と は や 
この 世界 で は 『 魔 法 』 と 『 呪 術 」 と いう 2 つの 特殊 な 技能 が 存在 し て いま す 。 ど ちら も 精神 や 肉 
体 に さま ざま な 影響 を ほ 与え る も の で す が 、 そ の 発生 の させ か た や 依存 する の 内 容 が 違い ます 。 
要約 する と 次 の よう に な り ま す 。 


魔法 ・・・ 大 地 、 宇 宙 か ら エ ネル ギー を 取り 込み 、 魔 術 力 (純化 し た 精神 力 ) で 変換 し て 使う 。 
呪術 ・・・ 自 分 の 欲求 、 願 望 な どの 感情 を 高め 、 そ の 行き 着く 先 に ある 力 を 取り 出し て 使う 。 


魔法 は 古代 に お いて タル ナス が 操っ て いた 術 が ルー ツ に な っ て いま す 。 タ ルナ ス が 存命 の 頃 、 
彼 が 創造 し た 高等 生物 (も ちろ ん 古代 人 も 含ま れる ) の 中 か ら 肉 体 的 に も 精神 的 に ち も 強 萌 な も の 
を 選ん で 直接 秘法 を 伝授 し た と 言わ れ ま す 。 

それ は 当時 、 も っ と も 応用 可能 な 『 根 本 法則 』 と し て 古代 文明 に 反映 され る こと に な り ま す 。 
この 法則 を 授かっ た 一 部 の 古代 人 が 独自 に これ を 研究 し 、 数 々 の 魔法 武器 や アイ テム 等 を 産み 出 
し て 、 今 日 まで 魔法 書 や その 他 の アイ テム を 残す こと に な る の で す 。 

本 来 タ ルナ ス の 教え た 魔法 は 、 エ ネル ギー を 精神 力 で 変換 する 術 を 知っ て し まえ ば 誰 に で も 使 
える は ず の も の な の で す が 、 生 まれ つき 高い 精神 力 を 持つ 者 か 、 訓 練 の 未 に 精神 力 を 高め た 者 以 
外 が 利用 し よう と する と 、 強 い エ ネル ギー に 自分 を と りこ まれ て し まう こと も ある と いう 危険 な 
面 も 持っ て いま す 。 つ い 最 近 ま で リム ス 族 が この 訓練 法 を 知っ て いた よう で す が 、 現 在 は その 訓 
練 法 を 追い 、 高 い 魔 術 を 得 よ うと する 者 は いな く な っ て し まっ た よう で す 。 

呪術 は 古代 に マー ティ ア が 用 いて いた 術 が ルー ツ に な っ て いま す 。 マ ー テ ィ ア が 存命 の 頃 、 タ 
ルナ ス が 『 魔 法 』 を 広め て いる の に 習い 、 自 ら も 彼女 が 創造 し た 高等 生物 (も ちろ ん 古代 人 も 含 
まれ る ) に 直接 秘法 を 伝授 し た と いわ れ ま す 。 

『 心 の 赴く まま 、 感 情 の 走る まま に 任せ 、 そ の 先 に 現れ る 強烈 な 力 の 塊 を 掴 ゆ こと が 全て 』 と 
され 、『 最 終 的 に は 自分 の 心理 状態 に よっ て いか な る 物 を も 生み 出せ る 』 と いう 単純 明快 な 呪術 
の プロ セス は 多く の 古代 人 に 受け 入ら れる よう に な り ま し た 。 タ ルナ ス と マー ティ ア の 最後 の 衝 
突 の 際 、 結 果 的 に は 相打ち と な っ た も の の タル ナス の 側 に 大 き な ダ メー ジ が 残っ た の は 、 当 時 呪 
術 を 使い 、 マ ー テ ィ ア の 側 に つい た 軍勢 が 多かっ た こと を 意味 し て いま す 。 

呪術 の 力 は 思念 の 『 強 さ 』 に 左右 され ます 。 こ の た め 感 情 の 起伏 が 激しく 自意識 の 強い 者 や 、 
本 能 的 欲求 の 強い 者 な どの ほう が 強い 術 を 使う こと が で き 、 本 能 的 欲求 を 押し 出 そ う と し た 場合 
は 人 間 よ り モ ンス ター の ほう が 強烈 な 結果 を 示す こと も 多かっ た よう で す 。 ま た 、 呪 術 者 が 他人 
の 感情 に 干渉 し て 、 そ の 人 に 呪術 を 使わ せる よう な こと も あっ た と 言い ます 。 

現在 ウォ ー ル 族 が 呪術 を 用 いれ る の は 、 奴 隷 時代 の 虐待 や 迫害 の 記憶 が 息 念 に な り 、 種 族 全体 
に 共通 の も の と な っ て いる か ら だ と 思わ れ ま す 。 呪術 は 自分 の 心 の 置き 方 次 第 で どの よう に も 人 性 
格 を 変え られ ます が 、 そ れ だ け に 暴走 を 懸念 し な けれ ば な ら な いも の な の で す 。 


「 レ ッ サ ー メ ルン の 風土 と 民族 還 還 5 


『 レ ッ サ ー メ ルン 』 の 世界 に は 、9 つ の 種族 と た くさ ん の 町 や 国 、 遺 跡 が 登場 し ます 。 
ここ で は 、 そ れ ぞ れ の 種族 と 、 代 表 的 な 国 な どの 説明 を 挙げ て お きま す 。 





リム ス 族 一 一 温厚 、 純 真 な 東方 の 少数 民族 。 


老師 アー カム を 長 と する 種族 。 古 代 文明 月 填 後 、 比 較 的 早い 時 期 か ら 東端 に 現れ 、 農 耕 を 行っ て 

いた 種族 で ある 。 彼 ら の 起源 に つい て は 諸説 が ある が 、 最 も 興味 深い 説 に よれ ば 、 古 代 文明 の 崩 

壊 を 生き 延び 、 イ ル ・ メ リス つつ ガロ ・ ア ノイ つ ー ラ ウス ・ パ ジ と 流れ て きた 古代 人 の 一 族 だ が そう な / 
の で は な いか と 言わ れ て いる 。『 昔 人 に 於 て は ほとん どの 者 が 魔法 の 技術 を 心得 て いた 』 と いう 
伝説 が これ の 論拠 に な っ て いる が 、 ム ノン 族 が セ ヴ ァ 国 を 興し て より 現在 まで 、 そ れ と 認め られ 

る 技術 は 彼ら に は 見 られ な い 。 但し 、 古 代 タ ルナ ス が 住処 と し 、 有 勢力 を 握っ て いた の が 東方 で あ 

っ た こと か ら す れ ば 、 こ の 説 も あな が ち 妄 説 と は 言い きれ な いか も し れ な い 。 


念 彼ら の 国 や 町 


@ セ ヴァ 国 

リム ス 族 を 保護 する 名 目 で 、 ム ノン 族 が 興し た 国 。 も と も と は リム ス の 村落 が あっ た だ け な の だ 
が 、 彼 ら を 政治 的 に 掌握 する こと と 東方 地域 の 開発 の 意味 な どか ら 、 数 十 年 前 に タル メニ ア の 王 
家 か ら 別 れ た ム ノ ン の 一 家 が 小さ な 宮殿 を 建て て セ ヴ ァ 国 と 称し 、 政 治 的 監督 を 行ない 始め た 。 
な か ば 強引 な ム ノ ン 族 の この 行為 に 、 当 初 は リム ス の 側 か ら の 反発 も ちあ っ た の だ が 、『 ウ ォ ー ル 
族 の よう な 隷属 は 意味 し な い 』 と いう 先代 の セ ヴ ァ 王 の 宣言 か ら 両 者 は 和解 し 、 こ の 後 、 リ ム ス 
の 民 は 、 ム ン ン 族 と 同じ よう な 近代 的 な 生活 を 送る よう に な っ た の で ある 。 な お 、 こ の セ ヴ ァ 国 
成立 の 背景 に は 、『 リ ム ス 族 を 消滅 させ て は な ら な い 』 と いう 、 ル ー ツ の 長老 か ら の 強い 要求 が 
あっ た の だ と 言わ れ て いる 。 
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本 UN 


ウォ ー ル 族 一 呪術 の た め に 人 迫害 され た 人 々 。 


アナ ミス を 長 と する 少数 民族 。 好戦 的 で 、 特 に アナ ミス の 出現 後 そ の 性 格 を 強め た 。 呪 術 を 用 い 
る こと の で きる 唯一 の 種族 で あり 、 そ れ に 加え て 彼ら の 死ぬ 瞬間 が マー ティ ア の それ と 同じ く 激 
し い 突 に 包ま れ て いく こと か ら 、 マ ー テ ィ ア の 直系 種族 で ある と 周囲 に 直 れ られ て いる 。 呪術 が 
使え る こと を 除け ば 他 の 種族 と 何ら 変わ る と ころ も な く 、 意 思 の 強 さ や 直感 的 に 物事 を 捕らえ る 
こと の 素早 さ は むし ろ 他 の 種族 を 圧倒 し て さ を い る が 、 そ れ 故 に 迫害 され た と も 言え る だ ろう 。 
呪術 は 、 術 者 の 精神 状態 に よっ て 良き も の も 悪 き も の も 生み 出せ る 術 だ が 、 過 去 に 於 て は 呪術 
で 絢 煽 た る 国 を 築い て いた 彼ら も 、 そ れ を 始 む ム ノ ン 族 の 弾圧 に 唱 い 、 精 神 的 に 卑 小 に な っ て し 
まう と 、 国 は 滅び 、 一 族 は ム ノ ン の 奴隷 に な る と いう 結果 を 招い た の で ある 。 彼 ら は その 後 、 世 
界 中 に 散ら ば っ た が 、『 呪 術 の 祖 た る 巨神 マー ティ ア の 復活 に より 、 ウ ォ ー ル 族 の 理想 と する 世 
界 が 開け る 』 と いう 伝承 に 望み を つなぎ 、 そ の 時 まで 耐え ぬく 覚悟 を 決め た の で ある 。 そ し て ア 
ナミ ス の 出現 を 機 に 、 隷 属 か ら 逃 れ 、 彼 女 の 元 に 集 っ て いっ た の で あっ た 。 

な お 、 基 本 的 に 呪術 の 能力 は 男性 より も 女性 の ほう が 上 で あり 、 男 の 兵士 の 中 に は 女 に 、 剣 や 
防具 な ど に 術 を か け て も ら っ て 戦っ て いる 者 も いる 。 





亀 彼ら の 国 や 町 


現在 、 彼 ら の 町 や 国 は 確認 され て いな い 。 
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ルー ツ 族 一 一 謎 に 包ま れ た 、 こ の 世界 の 達観 者 。 


非常 に 数 の 少な い 種 族 。 時 間 と 宇宙 を 毅 か 彼方 まで 見 つめ る こと が で きる 、 こ の 世界 の 達観 者 で 
ある 。 い つの ころ か ら か タル メニ ア の 宮殿 に 姿 を 現 わ す よう に な っ た と 言わ れ て いる 。 
長老 や 高い 能力 を 持つ 賢者 だ け は タル メニ ア 国 付近 に ある と いう 居住 区 レン サ に 住み 、1 年 の ほ 
と ん ど を 乃 想 に 入っ て 過ごし 、 夏 の 1 刻 の 間 だ け 他 の 種族 の 人 々 に 対し て 助言 を する と いう 占い 
師 の よう な こと を し て いる が 、 そ れ 以 外 は 各国 の ム ノ ン 族 の 王 に 従え 、 行 政 な どの 後押し を し て 
いる 。 (但し 、 ハ イデ ィ ナ に は 誰 も 出向 いて いな い ) 

この 種族 に は 女性 が いな い の だ が 、 彼 ら が どの よう に 生ま れ 、 死 ん で いく の か を 知っ て いる も 
の は いな い 。 あ まり に も 彼ら の 『 人 生 』 の スパ ン が 長い か ら で あ る 。 故 に 、 彼 ら の 起源 が どこ に 
ある の か を 論じ る こと は 難し い 。『 彼 ら は 人 間 で は な い 』 と いう 説 が ある ほど 、 謎 に 満ち 満ち て 
いる の で ある 。 


候 彼 ら の 国 や 町 
@ 居住 区 レン サ 


タル メニ ア の 付近 に ある らし いと だ け 言 われ て いる 。 た だ の 暗い 洞穴 と いう 感じ の 場所 に 複数 の 
ルー ツ 族 の 賢者 が いて 、 逐 し い 火 種 を 見 つめ て 星 想 し て いる と いう 。 
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メル ン 族 芸術 的 な 美 し さ を 持つ 有 細 人 。 


この 世界 で 最も 優雅 な 種族 。 有 環 人 種 で ある 。 特 に 子供 と 女性 の 愛 ら し さ 、 美 し さ は 素 晴 し く 、 
その 美しい 姿 ゆ え に 奴 隷 商 に 連れ 去ら れ て し まう も の も 多い 。 

彼ら は 翼 の 大 き さ の わり に 身体 が 大 きい が 、 脚 力 を うま く 使 っ て 、 一 瞬 高 く 跳 忠 し 、 上 空 で 翼 
を 広げ て 飛 京 と いう 飛び 方 を する 。 こ の た め に 脚力 が 強く 、 男 の 間 に は 蹴り 技 を 二 体 に し た 格闘 
技 が 広まっ て お り 、 男 同士 が も め ご と を 起こ し た と き は それ で 決着 を つけ て いた 時 期 が ある 。 ち 
な み に メ ジ は その 使い 手 で ある 。 

この 種族 で は 、 な ん と いっ て も 『 レ ッ サ ー メ ルン の 儀式 』 が 有名 だ が 、 そ こ か ら も わか る よう 
に メル ン の 女性 た ち は 非 情 に 大 事 に され る 。 小 数 民族 に な っ て し まっ た 今 と な っ て は 子供 を 産み 
育て て いけ る 女性 は 非情 に 重要 な 存在 だ か ら だ 。 
彼女 た ち は 人 生 の 良き 伴 但 を 得る と 美しく 羽根 の 色 を 染め る と いう 。 人 彼女 た ち に と っ て 一 番 重 要 
な 成人 の 日 に 、 併 せ て 『 婚 約 の 儀 』 が 行わ れる が 、 そ の 時 、 婚 約 者 か ら 受 ける 情感 が 彼女 た ちの 
羽根 を 美しく 輝 か せ る 要因 に な る の だ ろう 。 ま た 、 女 性 た ち は 人 金属 類 の 着用 が 認め られ て い ず 、 
象牙 や 木製 品 で 着飾っ て いる が 、 こ れ は 彼女 ら が 、 人 金属 の 類 と は 狩猟 や 抗争 な ど で 使 う も の で 、 
血 の 匂 い が す る と 感じ て いる か ら で あ る 。 

メル ン の 人 ん 々 は 直情 的 と いう か 、 一 途 で ある 。 も と も と この 世界 の 人 間 た ち 全て が その 傾向 に あ 
る の だ が 、 メ ルン は 特に それ が 強い 。 


念 彼 ら の 国 や 町 
@ メル ン の 集落 
『 メ シュ カ 』、 ま た は 「 常 に 平和 な 国 で あれ 」 と いう 願い を 込め て 『 レ ッ サ ー メ ルン 』 と 呼ば れ 


て いる 。 中 央 の 広場 の 回 り を 囲む よう に 高床 式 の 木造 住居 が 集まっ て いる 。 非 常に 素朴 な 雰囲気 
の ある 集落 。 
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ジィ ン 族 一 気 高 き 草原 の 一 者 。 


イィ エッ サ 草 原 に 住む 遊牧 民 的 種族 。 非 常に 目 が いい 。 男 は 顔 や 上 半身 に ベイ ン テ ィ ン グ を する こ 
と に よっ て 自分 た ちの 力 を 誇示 する こと を 好む せ 。 か つて は 馬 の よ うな 動物 を 飼い 慣らし 、 そ れ に 
乗っ て 行動 し て いた が 、 十 年 ほど 前 、 ム ノン 族 が ハイ ディ ナ 国 を 建て る た め に や っ て きた 時 、 彼 
ら の 食料 と 共に 海 を 渡っ て きた 『 黒 鎌 虫 』 と いう 寄生 申 に や られ 、 そ れ は 全滅 し て し まっ た 。 

文化 程度 は ム ノ ン に 比べ て 高い と は 言え な い が 、 頑 固 で 信心 深く 、 祭 礼儀 式 な どの 習慣 を 重 ん 
じ る 。 か つて この 地 で 築 栄 を 極め た 古代 種族 、 フ ィ ー の 直系 と 言わ れ て お り 、 現 在 唯一 の 『 地 龍 
』 を 奉じ る 種族 で ある 。 モ ニ ビ ア 断 層 よ り 西 側 を 聖域 と し て と ら え 、 高 い 寿 で 囲ん で いる 。 


借 彼 ら の 国 や 町 


@ イ エッ サ の 集落 (シク ル の 村 、 カ シヤ の 村 、 ト バ ヂ の 村 ) 

広大 な イエ ッ サ 草原 の 中 心 を 南北 に 走る モニ ビア 断層 、 そ の 東 に 集落 が 点 在 し て いる 。 非 常に 簡 
素 な 木造 家屋 が 建ち 、 地 龍 の 像 が た て られ て いる 。 最 も 聖域 に 近い (モニ ビア 断層 に 近い ) トバ パ 
ヂ の 集落 に は 族長 が 住ん 上 で いる 。 トバ ヂ は 祭礼 を 行う 場所 で も あり 、 巨 大 な 地 龍 の 像 や ヴェ ネジ 
ニ の 像 、 祭 壇 な ど が 置か れ て いる 。 

@ ジィ ン の 聖域 

モニ ビア 断層 より 西側 の 部 分 に 当る 地域 。 周 囲 を 高い 奇 で 半 ま れ て いる が 、 モ ニ ビ ア 断 層 の 側 だ 
け は 寿 が な く 、 内 部 の 様子 を 僅か な が ら 覗 き 見 る こと が で きる 。 
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ム ノ ン 族 一 数 で 他 を 圧倒 し た 、 い わ ゆ る 普通 の 人 間 た ち 。 


古代 文明 崩壊 後 、 他 の 種族 が さま ざま な 変化 を 遂げ た の に 対し 、 ム ノン 族 は 古代 の 技術 や 魔法 、 
呪術 を 全て 失っ た 上 、 何 の 特筆 し た 特徴 も 持た ず に 生ま れ た 種族 で ある 。 強 いて 言え ば 環境 適応 
力 が 強く 、 手 先 が 起用 で ある こと が 挙げ られ る が 、 他 に は これ と いっ た 特徴 は な い 。 た だ 、 他 の 
種族 に 比べ 人 数 が 圧倒 的 に 多かっ た こと と 、 早 く か ら 王 政 を 敷き 、 権 力 と 行動 力 と を 1 つの こと 
に 集中 させ る こと が で きた た め 、 こ の 地 を 掌握 する こと が で きた と 思わ れる 。 


人 @ 役 ら の 国 や 町 


@ マナ ティ イ 

ラウ ス ・ パ ジ 遺 跡 と セ ヴ ァ 国 の 中 間 に あ る 。 質 易 商人 ら が リ ビ ナ 山 を 越え た 後 、 ま た は 越え る 前 
に 体制 を 立て 直し た りす る の に 用 いら れ て いる 。 物 価 は 安い ほう 。 町 と いう より は 店 の 集まり と 
いう 感じ 。 

@ バス コ 国 

ム ノ フン 族 発 祥 の 地 。 最 も 古い 国 。 お ち つ いた 雰囲気 で 歴史 を 感じ させ る 町 並み で 、 ニ ム ニ ィ の 木 
が 生え て いる 。 妃 宮 と 王宮 の 双方 を そ を な えた 、 こ の 世界 で は 珍し い 国 で ある 。 

@ タル メニ ア 

ルー ツ 族 へ の 高額 な 面会 料 を 主 な 収入 源 に し て いる た め 、 非 常に 町 並み が 整理 され 、 他 の 町 に 比 
べ て 近代 的 な 感じ が する 。 装 飾 が 派手 気味 で 、 町 全体 に 変 な ケバ ケバ し さ が あ る 。 物価 が 高い 。 
@ ハ イデ ィ ナ 

イィ エッ サ 草 原 西 端 に ある 最も 新しい 国 、 ジ ィ ン 族 の 反発 を 無視 し て ウォ ー ル の 奴隷 に 作ら せ た 最 
後 の 国 で あり 、 そ れ ま で の 通例 を 破っ て 、 ル ー ツ 族 の 男 が 随行 し な か っ た 唯一 の 国 で も ある 。 
建国 の 際 、 タ ル メ ニア の 王 か ら 『 妖 息 の 鎧 』 が 贈ら れ た と され て いる 。 
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デラ 族 一 先祖 が えり を お こし た (や ) ひ ょ うき ん な 種族 。 

身長 2 m を 越す 大 柄 な 種族 。 全 身 が ふわ ふわ し た 黒っぽい 毛 に 被 わ れ て いる 。 顔 全 体 も 毛 に 被 わ 
れ て いて 、 笑 っ た と き に 大 き な 白 い 歯 が 見 える よう な 感じ で ある 。 服 は 身 に つけ て いな い 。 意 味 
不明 な 言葉 を 喋る 。 時 折 バ スコ 国 に 入り 込ん で は 食料 を 奪っ て いく と いう 悪さ を する らし い 。 
彼ら は 古代 文明 崩壊 後 、 退 行 現象 を 起こ し て 生ま れ た 『 新 人 類 』 な の か も し れ な い 。 


信 彼 ら の 国 や 町 


* デラ 族 の 集落 

バス コ 国 の 北方 に ある 。 泥 と 糞 を 混ぜ て 作っ た 、 ま ん じゅ う 型 の 建物 が 建っ て いる 。 イ ル ・ メ リ 
ス の 遺跡 が 隣接 し て いて 、 彼 ら の 遊び 場 に な っ て いる らし い 。 か つて は 豊富 に 水 を た た え 、 集 落 
の 中 で 水 料 も 行わ れ て いた らし い が 、 最 近 は 水不足 が 深刻 な よう だ 。 


ホワ イト ・ デ ラ 族 - 寒冷 地 仕 様 、 海 を 渡っ た デラ 族 。 


海 を 泳い で 渡り 、 ル ー ド 氷原 に 移り 住ん だ デラ 族 。 北 方 地域 に 住ん で いる た め 、 全 身 が ふわ ふわ 
し た 白い 毛 に 被 わ れ て いる 。 こ ちら も 服 は 身 に つけ て いな い 。 彼 ら は ここ に 住ん で 、 初 め て 魚の 
味 を 知っ た よう で ある 。 夏 に は ルー ツ 族 に 面会 を し よう と いう 人 ん 々 が 彼ら の 集落 を 横切っ て タル 
メニ ア に 向かう の で 、 人 彼ら も 他 の 種族 の 人 間 に 慣 れ て お り 、『 言 葉 は 通じ な いけ ど 、 あ な た た ち 
の 英 じ ゃ な いん だ よ ! 』 と いう 気持 ち も 込 め て 、 自 分 た ちの 集落 の 中 に 『 旅 行者 の 小屋 」 と いう 
休憩 所 を 設け 、 旅 人 に 解放 し て いる 。 


便 彼 ら の 国 や 町 
$ ホワ イト デラ の 集落 


万 年 委 に 被 わ れ た ルー ド 氷 原 の 中 に ある 。 か まく ら の よう に 二 を 固め た 建物 が 立っ て いる 。『 旅 
行者 の 小屋 』 と いう 休憩 所 が 建て られ て いて 、 ス トー ブ や ベッ ド ま で 置か れ て いる 。 
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フィ ー 族 一 一 神々 と と も に 減 び た 古代 の 人 達 。 


タル ナス と マー ティ ア に 生み 出さ れ た 人 々 で ある 。 外 見 上 は 現在 の ジィ ン 族 に 似 て いる 。 神 々 と 
同じ 時 代 に 生き 、 直 接 知恵 を 授 か れる 状態 に あっ た こと を 差し 引い て も 、 遺 跡 の 作り な どか ら 判 
断 し て 、 今 の ム ノ ン 族 等 に 比べ 、 格 段 に 高い 技術 と 知恵 を 持っ て いた と 想像 され る 。 最 終 的 に は 
タル ナス と マー ティ ア の 確執 に 巻き 込ま れ て 滅び て し まっ た が 、 そ の 後 も 遺跡 や 、 数 々 の アイ テ 
ム と いう 形 で 彼ら の 遺産 が 残さ れ て いる 。 


候 彼 ら の 国 や 町 


@ ラ ウス ・ パ ジ 

大 き な 台 形 の 台座 が 二 つ 重 な っ た よう な 感じ の 建物 。 灰 色 の 石 で で き て いる 。 中 は 壁 で 仕切 られ 
て いる 。 セ ヴァ と マナ ティ イィ の 中 間 に あ る 。 

@ ラ バナ フ 

モニ ビア 断層 に あっ た 古代 人 の 城 。 古 代 文 明 崩 壊 の 際 、 モ ニ ビ ア 断 層 内 部 に 落ち た と 言わ れる 。 
ヴェ ネジ ニ が 仲間 と と も に 住ん で いた 。 

@ イ ル ・ メ リス 

デラ の 部 落 に 隣接 し て 建っ て いる 石造 り の 建物 。 中 は 恒 間 で も 光 が さ さ ず 、 ま っ くら で ある 。 
@ ガ ロ ・ ア ノイ 

バス コ 国 の 南東 に ある 、 湖 の 底 に 沈ん ただ 過 跡 。 


ジジ 


人 役人 MI 


『 レ ッ サ ー メ ルン 』 に は 、 タ ルナ ス や マー ティ ア な どの 古代 の 神々 を は じ め 、 現 代 に 生き る 8 つ 
の 種族 や 古代 人 な ど 、 数 多く の キャ ラク ター が 登場 し ます 。 こ こ で は その 中 か ら 主 だ っ た キャ ラ 
クタ ー を 紹介 し ます 。 


タイ ル ・ ラ サテ ィ ( 主 人 公 ) 

リム ス 族 の 少年 。 体 格 は ウォ ー ル の 戦士 な ど と 比べ れ ば 小さ い が . 体 の 
小さ な リム ス の 中 で は 大 柄 で ある 。 幼 い 頃 か ら 他 人 に は な い 『 漠 然 と し 
た 力 』 を 持っ て お り 、 そ れ が 小さ な コン プレ ックス と な っ て いる 。 成人 
を 迎え よう と いう 現在 、 毎 夜 不思議 な 夢 に 悩ま され て いる 。 


地 龍 

この 世界 の 大 地 と 、 タ ルナ ス 、 マ ー テ ィ ア を 作っ た 創造 神 。 巨大 な 赤 と 
青 の 2 匹 の 龍 が 互い に 絡み 合っ た 姿 を し て いる 。 す で に 数 万 年 の 間 宇 宙 
を さま よい 、 た くさ ん の 生命 を 産み 出し て き て いる が 、 そ の 中 で 赤 龍 は 
深く 傷つい て し まっ て いる 。 


タル ナス 

地 龍 に よっ て 産み 出さ れ 、 創 物 カ を 与え られ た 男性 。 元 々 は マー ティ ア 
の 対極 に あっ て 、 人 彼女 の 行き 過ぎ を セー ブ す る べき 静 の 存在 で あっ た 。 
、 | 古代 の 戦争 の 最期 に マー ティ ア の 呪術 攻撃 の 前 に 倒れ る 。 現在 、 彼 の 体 
こ 、| は 5 つの 精 痕 と な っ て どこ か に 散ら ば っ て いる と 言わ れ て いる 。 





ソー ジェ の < 

地 龍 に よっ て 産み 出さ れ 、 創 物 力 を 与え られ た 女性 。 元 々 は タル ナス の 
対極 に あっ て 、 彼 を 刺激 し 、 タ ルナ ス 1 人 で は 沈滞 し て し まう で あろ う 
創 物 の スピ ー ド を 早 ま せ 、 変 化 に 富 ま せよ うと する 動 の 存在 で あっ た 。 
だ が 、 自 分 の 力 に 湧 れ 、 こ の 世界 に 君臨 し よう と する 意識 が 強 過 ぎ た た 
め 、 古 代 の 戦争 で タル ナス と 共に 滅び て し まう 。 
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アナ ミス ・ シ ェ ラ キン 

ウォ ー ル 第 1 3 代 族 長 。 各 地 に 散ら ば っ て いた ウォ ー ル を 取り まとめ 、 
この 世界 の 勢力 地図 を 塗り か を えよ うと し て いる 。 タ ルナ ス の 精 痕 を 捜し 
求め て いる 。 周 囲 か の ら 『 マ ー テ ィ ア の 再 誕 で は な いか 』 と も くさ れ 、 ウ 
ォ ー ル 族 復権 へ 向け 、 種 族 内 の 期待 を 集め る 才気 ある 女性 で ある 。 


ダイ ズ 
ウォ ー ル 族 親 衛 隊長 。 ア ナミ ス の 元 に 務 せ 参じ た 若き 青年 参謀 で ある 。 
気品 と 高潔 さ を 感じ させ る 男 で ある 。 理想 家 で あり 、 理 論 家 で ある 。 


ミレ ナス ・ シ ェ ラ キン 
アナ ミス の 妹 。 
肌 が 透け る よう に 白く 、 全 体 的 に 弱 々 し い 感 じ が する 女性 。 


ル 三 ー・ レ シェ スズ 
メル ン 族 の 男 。 小柄 な ほう な の で 、 空 を 飛ぶ の は 得意 だ が 、 腕 力 で は 他 
者 に は 到底 及ば な い 。 地 味 で 、 気 弱 な どこ と な く 影 が 薄い 青年 で ある 。 


あッ レジ ェ ス 
メル ン 族 の 少女 。 ル ニー の 妹 。 
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メジ 

メル ン 族 の 青年 。 体 が 大 きく 、 種 族 の 中 で 一 番 の 力持ち 。 ミーナ の 婚約 
者 。 メ ルン 族 と し て の 誇り が 強く 、 他 の 種族 と 戦っ て 負け る の は 最大 の 
恥 だ ど 考 を で いる よう た だ 。 


フィ クス 

ルー ツ 族 の 代表 。 七 賢者 の 一 人 。 最 大 の 英知 を 得る た め 肉 体 の 一 部 を 自 
然 に 溶け 込ま せ て いる 。 も は や 自力 で は 歩く こと も で きず 、 相 手 や 自分 
を テレ ポー ト さ せる な ど し て 他人 と の コミ ュ ニ ケー ト を は か る 。 


アー カム ・ モ エラ 
リム ス の 族長 。 タ イル の お じい さん に あたる 人 物 。 





ミゲル 
タイ ル の 弟 。 タ イル に 比べ て か な り 内 向 的 な 男の子 。 鳩 を 飼っ て いる 。 





ヴェ ネジ ニ 

古代 フィ ー 族 の 戦士 で 、 英 雄 的 存在 で あっ た 。 大 柄 で 筋肉 質 。 古代 に 於 
て 、 唯 一 地 龍 の 存在 を 知っ て いた 人 物 。 配 下 に 当時 最高 の 識者 を 集め 、 
魔法 と 呪術 を 研究 し て いた と 言わ れる 。 
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ソー ド オブ メモ リア ル 

セ ヴ ァ 建 国 の 際 、 そ の 偉業 を 祝っ て 、 タ ル メ ニア の 鍛冶 職人 レジ ム か ら 
王 に 送ら れ た 宝剣 で す 。 短 剣 の サイ ズ を し て いま す が 、 刃 入れ を せ ず 、 
か わり に 最高 級 の 乳白 紋 入り 江 貴 唱 を 取り つけ て あり 、 刀 身 に は セ ヴ ァ 
王 を 称え る 言葉 が 刻ま れ て いま す 。 お の ず か ら 実 戦 用 の 剣 に 比べ て 攻撃 
力 が 劣り ます 。 『 振 り 回 せ ば 素手 より は まし 』 と いう 程度 で し ょ う 。 


ショ ー ト ソー ド 

ナイ フ か ら 派 生 し た 、 全 長 6 0 cm ほど の 片手 用 の 剣 で す 。 レ ッ サ ー メ 
ルン の 世界 で は お も に 護身 用 と し て 扱わ れ 、 各 国 を 飛び 回 る 貿易 商人 が 
常に 携帯 し て いる こと で も 有名 で す 。 本 格 的 な 戦闘 に は 不向き で す が 、 
その ぶん 安く な っ て いま す 。 


へ ビー ボウ 

ウォ ー ル の 脅威 が 日 毎 に 増し 、 現 住 生物 が M 暴 化し て いく 中 に あっ て 
元々 狩猟 用 と し て 発達 し て いた 弓 は 、 レ ッ サ ー メ ルン の 世界 で は 身近 な 
武器 と し て 重宝 が られ て いま す 。 複 数 の 素材 を 張り 合わ せ 、 飛 距離 と 破 
壊 力 を 増し た ヘビー ボウ は 、 い ささ か 筋力 が いる も の の 、 素 晴らし い カ 
を 発揮 する で し ょ う 。 


スタ ンダ ー ド メイ ス 

レッ サー メル ン の 世界 で は 、 メ イス は 振り 回 す よ り 突 っ つく と いう 形 で 
使わ れる こと が 多い よう で す 。 ウ ォ ー ル 族 の 奴隷 を 使っ て 繁栄 し た ム ノ 
ン 族 の 有 歴史 は 、 こ の 武器 を 、 奴 隷 を 撲 つ 棒 か ら 発達 し た も の だ と 伝え て 
いま す 。 扱 い が 楽 な わり に 威力 が 大 きい の は 、 こ うい っ た 背景 の 上 に 発 
達し て きた た め な の か も し れ ま せん 。 


トラ イデ ント 

漁師 や 船乗り の 持っ て いる モリ が 、 武 器 と し て の 強度 を 増し て 発達 し た 
も の で す 。 当初 は 船上 か ら 海 に 投げ 入れ る た め に 長槍 ほど の 長 さ を 持 っ 
て いて 、 漁 師 の 間 で し か 使わ れ て いま せん で し た が 、 あ る 武器 商 が 小型 
化し て 売り 出し た と ころ 、 ジ ィ ン 族 の 間 で 持て は や され る よう に な り ま 
し た 。 草 原 の 地表 を 探る の に ちょ うど いい 形 を し て いた の で す 。 
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| ブロ ー ド ソー ド 
幅広 の 刃 を 持つ 剣 で す 。 古 来 レ ッ サ ー メ ルン の 世界 で は 、 剣 と 言え ば 幅 
の 狭い 、 レ イ ビ ア の よう な も の と 決ま っ て いま し た が 、 ウ ォ ー ル 兵 の つ 
わ も の が 呪術 戦 の 補助 と し て 幅広 の 剣 を 携帯 する よう に な っ た の を 真似 
て 、 ブ ロー ド ソ ー ド が 作ら れる よう に な り ま し た 。 刃 が 丈夫 で 重 さ も あ 
る た め に 、 斬 りつ ける より も 叩き つけ る よう な 使わ れ 方 を し ます 。 


サン ダー アッ クス 

不思議 な 魔力 の 備わっ た 攻 で す 。 極 点 の 地下 鐘 乳 洞 に ある と いう 、 破 雷 
鋼 を 材料 に し て 作ら れ た も の で は な いか と 思わ れ ま す 。 普 段 は 鉛 の よう 
に 黒く 、 重 い の で す が 、 持 つ 者 に 対し て 敵意 を 持っ た も の の 前 で 振り 回 
す と 、 途 端 に 軽く な っ て 人 金色 に 輝き 、 い か づち を 落と し ます 。 





フレ アソ ー ド 

不思議 な 魔力 の 備わっ た 剣 で す 。 大 陽 か ら 落 ち て きた 石 と 言わ れる 、 赤 
限 石 を 材料 に し て 作ら れ た も の で は な いか と 思わ れ ま す 。 普 通 に 構え て 
も 何 も 起き な い の で す が 、 上 段 に 振り か ぶる と 途 端 に 刃 が 真っ 赤 に 焼け 
て 、 振 り 降 ろ し た 先 に 同 か っ て 突 が 放 た れ ま す 。 


スピ ッ ト オブ フォ ー ム 

不思議 な 魔力 の 備わっ た 鎌 剣 で す 。 月 か ら 降 っ て きた 石 と 言わ れる 、 蒼 
隅 石 を 材料 に し て 作ら れ た も の で は な いか と 思わ れ ま す 。 普 通 に 敵 に 斬 
りか か る と 何 も 起 き な い の で す が 、 敵 の 目前 の 空間 を 横 一 文字 に 斬る よ 
うに 動か す と 、 重 砂 を 含ん だ 突風 が 巻き 起こ り 、 敵 を 包み ます 。 


メイ ス オブ ゲイ ン ウ ォ ー タ 

不思議 な 魔力 の 備わっ た メイ ス で す 。 地 下水 を 呼び 寄せ る と いう 、 誘 い 
の 暗 を 材料 に し て 作ら れ た も の で は な いか と 思わ れ ま す 。 直接 散 に 打ち 
付け て も 何 も 起き な い の で す が 、 地 面 に 向け る と 青く 輝き 、 敵 に 向け る 
と 水雷 を 放ち ます 。 











※ こ こ に 載せ た 以外 で も た くさ ん の 武器 が あり ます 。 





























レザ ー・ ヘ ルム 
な めし 皮 で 作っ た ヘル メッ ト 型 の 防具 で す 。 材 質 が 皮 な の で 武器 の 攻撃 
は 余り 防げ ませ ん が 、 毒 液 な を どか ら 大 事 な 頭 部 を 守っ て くれ ます 。 


ギリ オン ヘル ム 
防腐 処理 を 施し 裏打ち を し た 布製 の 頭 貼 に 、 金 属 諸 を 付け て 首 や 額 へ の 
一 撃 に え られ る よう に し た も の 。 か な り の 防御 力 を 持っ て いま す 。 


ハー ドレ ザー 

な めし 皮 で 作っ た チョ ッ キ 型 の 防具 に 、 同 じ 材 質 の 肩当 て を つけ た も の 
で す 。 胸 な どの 攻撃 を 受け や すい 部 分 は 皮 が 数 枚 重 ね られ て いま す が 、 
防御 力 は 金属 製 の 鎧 に は 及び ませ ん 。 


プレ イト メイ ル 

チェ イン メイ ル を 基本 に 、 胸 や 腰 な ど 、 敵 の 攻撃 を 一 番 受 け や す いと こ 
ろ を 金属 板 で 被っ た 鎧 で す 。 皮 和製 の も の に 比べ て 重い も の の . 高い 防御 
力 を 誇り ます 。 


あー ジー ルド 

木製 の 大 きめ の 盾 に な めし た 皮 を 張り 、 そ れ に 金属 の わく を は め て 仕上 
げた も の で す 。 材 質 や 軽 さ を 考え れ ば 防御 力 は 高い の で す が 、 強 力 な モ 
ンス ター の 前 で は 物足りな さ を 感 じ る で し ょ う 。 





ミク スチ ュ ア ハー ド 
複数 の 種類 の 金属 板 を 重ね 合わ せ た も の を 、 防 腐 ・ 耐 水 処理 を 施し た 布 
で 被 い 、 そ れ に 金属 の ふち を は め て 作っ た 盾 で す 。 重 い 代 わり に 防御 カ 
は 高く な っ て いま す 。 


レザ ーシュ ー ズ 

皮 製 の 時 で す 。 足 首 の 部 分 まで で 、 す ね あて は 付い て いま せん 。 防御 力 
は あま りあ り ま せん が 、 沼 地 で の 滑り 止め や 防寒 具 と し て の 役割 な ら じ 
ゅ うぶ ん に 果たし ます 。 


皮 製 の 還 を も と に し て いま す が 、 足 首 や すね の 部 分 を 何 重 に も 折り た た 
ん だ 布 で 被 い 、 爪 先 の 部 分 を 金属 片 で 補強 する な ど し て 防御 力 を 高め て 
あり ます 。 


が ーー の ロー ブ プ 
皮 製 の グロ ー ブ で す 。 防御 力 は あま りあ り ま せん が 、 武 器 の 滑り 止め や 
防寒 具 と し て 用 いら れ ま す 。 他 の グロ ー ブ の 下地 と し て 使わ れ て いる こ 
と も 多い よう で す 。 


チェ イン グロ ー ブ 

レザ ー グ ロー ブ の まわ り に 小さ な 金属 の 輪 を 鎖 の よう に つなげ た も の を 
巻き 付け 、 更 に な めし た 皮 を 布 で 包ん だ も の を 縫い 合わ せ た も の で す 。 
作る 手間 が か か る だ け 防 御 力も あり ます 。 











※ こ こ に 載せ た 以外 で も た くさ ん の 防具 が あり ます 。 
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攻撃 魔法 


ファ イヤ ボー ル 
火球 が お も いっ きり 敵 に ぶつ か っ て いく 攻撃 魔法 。 指 定 し た 敵 1 匹 に 有効 な 魔法 で す 。 
ファ イヤ ボム 
爆炎 が 起こ り 、 敵 を 焼き 焦がす 攻撃 魔法 。 1 集団 の 全て の 敵 に 有効 な 魔法 で す 。 
ライ トニ ング アロ ー 
光 の 矢 が 敵 の 頭上 に 落ち る 攻撃 魔法 。 指 定 し た 敵 1 匹 に 有効 な 魔法 で す 。 
コア カッ ター 
か まい た ち が 敵 を 切り 付け る 攻撃 魔法 。 1 集団 の 敵 の うち 、 ど れ か 1 匹 に 有効 な 魔法 で す が 、 
どれ に 当て る か 指定 する こと は で きま せん 。 
ライ トニ ング ボル ト 
音 と と も に いか づち が 沙 ち る 攻撃 魔法 。 1 集団 の 敵 の うち 複数 に 有効 な 魔法 で す が 
どれ に 当て る か 指定 する こと は で きま せん 。 
カエ スン ラ ッ タ 
地震 と 共に あふ れ 出 た 、 大 地 の エ ネル ギー が 敵 を 了 届 う 攻撃 魔法 。 1 集団 の 敵 の うち 複数 に 有効 な 
魔法 で す が 、 ど れ に 当て る か 指定 する こと は で きま せん 。 
サン フレ ア 
強烈 な 太陽 光 が 敵 に 突き 刺さ る 攻撃 魔法 。 1 集団 の 全て の 敵 に 有効 な 魔法 で す 。 
スタ ー ボ ルト 
輝く 流星 が 敵 に 打ち 込ま れる 攻撃 魔法 で す 。 1 集団 の 敵 の うち どれ か 1 匹 に 有効 な 魔法 で す が 、 
どれ に 当て る か 指定 する こと は で きま せん 。 


ビー ドア ジス トド 

大 地 の エ ネル ギー が タイ ル に 流れ 込み 、 持 っ て いる 武器 の 能力 を 上 げ て 攻撃 する 攻撃 魔法 で す 。 

NIR 」 
強烈 な 光 で 敵 の 視力 を 奪い 、 混 知 させ る 攻撃 補助 魔法 。 1 集団 の 全て の 敵 に 有効 な 魔法 で す 。 | 
トル ネイ ド 

瑞 の 周囲 に 竜巻 を 起こ し 、 敵 を 吹き 飛ば す 攻 撃 補助 魔法 。 指定 し た 敵 1 匹 に 有効 な 魔法 で す 。 
ウォ ー タ ダス タン 


激しい 水流 で 敵 を 襲い 、 敵 を 気絶 させ る 攻撃 補助 魔法 。 指 定 し た 敵 1 匹 に 有効 な 魔法 で す 。 
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防御 魔法 


ビー リ ジ グ 

HP が 50 0 回復 する 回 復 魔法 で す 。 
ヒー リン グ 二 十 

HP が 50000 回 復 す る 回 復 魔法 で す 。 
パー フィ ケイ ショ ン 

体 の 毒 を 取り 去る 、 解 の 魔法 で す 。 


アウ ェ イ ク 

体 の 痺れ を 取る 、 麻 痺 回 復 の 魔法 で す 。 

パワ ー フ ィ ー ル ド 

タイ ル の 周囲 に 魔法 の 力 を 集め 、 シ ー ル ド を 作る 防御 魔法 で す 。 そ の 戦闘 の 中 で の み 有 効 で す 。 
アセ ンド 

移動 中 に 洞窟 、 遺 跡 な どか ら 抜 け 出し て 外 に 出る 魔法 で す 。 こ れ が 封じ られ る 場所 も あり ます 。 
リタ ー ン 


移動 中 に 、 最 後に 立ち 寄っ た 町 に 戻る 魔法 で す 。 洞 窟 、 遺 跡 な どの 中 で は 使え ませ ん 。 

これ が 封じ られ る 場所 も あり ます 。 

ライ ジン グ サ ン 

魔術 で 作ら れ た 光 球 が 浮か び 、 タ イル の 周囲 を 明る く 照 らし ます 。 光 の 差し 込ま な い 洞窟 、 遺 跡 
な ど で 使 え 、 一 度 明る い 場 所 に 出る まで 有効 で す 。 戦闘 中 で は 選択 で きま せん 。 

ステ ィ ル 

メイ ンマ ッ プ を 物 動 し て いる 時 (建物 の シン ボル 間 を 移動 し て いる 時 ) に 唱え る と 、 一 定時 間 だ 
け 敵 の 章 遇 を お さえ る こと が で きま す 。 洞 六 や 遺跡 な どの マッ プ の 中 で は 効果 が あり ませ ん 。 
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杏 本 魔法 


| 
移動 中 の み で 使う こと が で き 、 タ イル が 召 軍 能力 を 得 て い る 聖 獣 を 虚空 か ら 呼 び 出し 、 味 方 に つ 「 
ける こと が で きま す 。 す で に 呼び 出し て いる 聖 獣 に 対し て 使う と 、 そ の 聖 獣 を 虚空 に 戻し ます 。 / 
聖 獣 も タイ ル と 同じ よう に レベ ル ア ッ プ し 、HP が な く な れ ば 死ん で し まい ます が 、 武 器 や 防具 

を 装備 し た り 、 回 復 ア イ テ ム 等 を 使っ て HP を 回 復 する こと は で きま せん 。 マ ッ プ 上 に 点 在 する 

『 聖 獣 の 復活 場所 」 に 行っ て 、 死 ん だ 聖 獣 を 復活 させ た り 、HP を 同 復 さ せ て くだ さい . 

な お 聖 獣 は 、 同 時 に 同じ 種類 の も の を 召還 する こと は で きま せん 。 ま た 、 同 時 に 召還 で きる の は 

2 体 ま で で す 。 


聖 獣 の 復活 場所 に つい て 

この 世界 に 5 ヶ所 ある 、 不 思 議 な 柱 を 中 心 と し た モニ ュ メ ント 。 何 の た め に 用 意 さ れ た も の か は 
分 か ら な い が 、 恐 ちく は タル ナス と マー ティ ア が 直接 聖 獣 の 創造 を 行っ た 場所 な の で は な いか と 
思わ れる 。 死 ん だ 聖 獣 を 時 ら せ た り 、 聖 獣 の ヒッ ト ボ イン ト を 回 復 さ せ た り する こと が で きる 。 


聖 獣 と は の 

聖 獣 と は 古代 の 戦闘 の 際 、 人 の 言葉 を 理解 し 、 喋 る こと の で きた 一 部 の モン スタ ー の こと を いい 
ます 。 彼 ら は 、 タ ルナ ス と マー ティ ア が 人 間 を 創造 する 前 、 ま だ 二 神 が 争い 出す 前 の 頃 に 、『 こ 
れ ま で 幾 万 種 も 作っ て きた 動物 た ちの 頂点 に 立つ 者 』 と し て 二 神 の 手 で 直接 創造 され た と いい ま 
す 。 そ の た め 、 獣 の 力 と 人 に 近い 知恵 を 持っ て お り 、 自 ら 独 自 の 思考 を 持っ て いた の で 、 タ ルナ 
ス や マー ティ ア が 争い 出す と 、 彼 ら の 指示 で 相手 方 と 戦う こと を せ ず 、 む し ろ ヴ ェ ネ ジニ や 他 の 
古代 人 を 守る た め に タル ナス や マー ティ ア の 軍 と 戦っ て いた と いい ます 。 

証 代 文明 の 月 壊 と 同時 に 彼ら も 滅ん で し まっ た か に 見 えま し た が 、 ウ ォ ー ル 族 の 台頭 と 時 を 同じ 
くし て この 世界 に 時 っ た の で す 。 
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5 コジ 
地 の 力 を 象徴 と する 聖 獣 。 古代 の 戦争 の 際 、 古 代 人 の 一 族 を 守っ て 東方 
に 向かい 、 そ こ で 彼ら と 共に 死 し た と 言わ れ て いる 。 


Gal ニ ー ュ ウス 
| 水 の 力 を 象徴 と する 聖 獣 。 両生 類 の よう な 姿 を し て いる 。 











古代 の 戦争 の 際 、 巨 大 湖 に いた と され る が 、 煮 えた ぎる 海 の 中 で 死 し た 
と 言わ れ て いる 。 
今 、 復 活 し て いる と すれ ば や は り 水 の 中 だ ろう と 思わ れる 。 


リセ エ ブ 

風 の 力 を 象徴 と する 聖 獣 。 島 の よう な 姿 を し て いる 。 

テイ テ ュ ン と 共に 古代 人 を 守っ て 東方 に 向かっ た と いう が 、 テ ィ テ ュ ン 
より も 先 に 古代 人 を 守っ て 死ん だ と 言わ れる 。 


八 ノ ゥ ン 

炎 の 力 を 象徴 と する 聖 獣 。 ツ 首 の 犬 の よう な 姿 を し て いる 。 

アシ ュ ラ イカ ー と 共に ヴェ ネジ ニ に 仕え た と され て いる が 、 彼 の 君 命 
受け 、 最 後 は 中 央 の 激戦 地 で 死ん だ と いう 。 


アシ ュ ラ イカ ー 

雷 の 力 を 象徴 と する 聖 獣 。 半 獣 人 の よう な 姿 を し て いる 。 

ハ ノ フッ ン と 共に ヴェ ネジ ニ に 仕え 、 最 後 ま で 彼 を 守っ て 、 共 に 区 ん だ と 
言わ れ て いる 。 
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さ ゃ 員 つ ろう = 
沿 芝 プイ フ ヽ 
ここ に 記さ れ て いる アイ テム は 『 使 う 』」 コ マン ド で 使用 する アイ テム で す 。 た いま つや ラン タン 
以外 は 使う と すぐ な く な っ て し まい ます 。 

サシ ア の 皮 

HP 小 回 復 アイ テム 。 サ シア と いう の 木 の 皮 で す 。 噛 むと 甘い 味 が し て 
疲れ を 取り 去っ て くれ ます 。 噛 ん で 味 が し な く な っ た 皮 は 捨て て し まう 
と いう 、 ガ ム み た いな も の で す 。 





サシ ア の 実 

HP 中 回 復 ア イ テ ム 。 廿 く て 赤い サシ ア の 実 で す 。 ヘ タ は 食べ られ な い 
の で 捨て て し まい ます 。 季 節 に よっ て は 白く て 小さ な 種 が 入っ て いる こ 
と も あり ます が 、 こ れ は 食べ て も 大 丈夫 で す 。 





サシ ア の ワイ ン 

HP 全 回 復 ア イ テ ム 。 果実 酒 作 り の 女の子 が サシ ア の 実 を 踏み な が らし 
ぼっ て 作っ た お 酒 。 絶 対 に 悪酔い し な いと 評判 で す 。 こ の 世界 で は 1 5 
以下 は 飲ん で は いけ な いこ と に な っ て いま す 。 


ニム ニ ィ の 葉 

MP 小 回 復 アイ テム 。 噛 むと ちょ っ と 舌 を つく よう な 葵 い 味 が し ます 。 
すり つぶ し た り 、 粉 末 に し て 調味 料 に する か 、 眠 気 覚まし の た め に その 
まま 噛む の が 一 般 的 な 使い 方 で す 。 


ニム ニ ィ の 実 

MP 中 回 復 ア イ テ ム 。 繊維 質 の 多い 、 苦 み ば し っ た 果実 で す 。 で も これ 
が 好物 の 種族 ちい る と いう か ら 不 思 議 。 バ スコ 国 特産 の 木の実 で す が 他 
の 国 で も 売ら れ て いる こと が あり ます 。 
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ニム ニ ィ の 樹液 

MP 全 回 復 ア イ テ ム 。 も の すご く 苦 い ニ ム ニ ィ の 樹液 で す 。 ち ょ っ と ど 
ろ ど ろ し て 気持 ち 悪 いと いう 人 も いま す が 、 一 般 で は 頭痛 薬 と し て 使わ 
れ て いる も の な の で す 。 


解毒 アイ テム 。 毒 を 中 和 し ます 。 解毒 効果 の ある 複数 の 薬草 を すり つぶ 
し た も の に ニム ニ ィ の 樹液 を 1 滴 加 えて 練り 固め て 作っ た も の で す 。 


麻痺 回 復 ア イィ テ ム 。 麻 痺 の 状態 を 緩和 し ます 。 ザ ノム と いう 動物 の 5 番 
目 の 胃袋 の 中 で 自然 に 発酵 し て 作ら れる 穀物 酒 を 取り 出し た も の で す 。 


た いま つ 

暗い 場所 で これ を 使う と 、 自 分 の 周り を 明る く 照 らし て くれ ます 。 し ば 
らく 使う と 消え を えて し まい ます 。 (効果 が 続い て いる うち に 明る いと ころ 
に 出 て も 効果 が な く な っ て し まい ます ) 


ラン タン 
光 苔 を いれ た ラン タン 。 た いま つよ り も 広い 範囲 を 照ら し て くれ ます 。 
(使い 始め て か ら 一 度 明る い 場 所 に 出る まで は ずっ と 効果 が 続き ます ) 
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想い の 指輪 
移動 アイ テム 。 メ ルン の 少年 と 少女 を か た どっ た 一 対 の 指輪 で す 。 両 手 
の 薬指 に は め て 胸 の 前 で 合わ せる と 、 最 後に 立ち 寄っ た 町 に 戻る こと が 
で きま す 。 洞窟 の 中 な ど で は 効果 が あり ませ ん 。 こ れ が 封じ られ る 場所 
も あり ます 。 


白い 羽 和 飾り 

移動 アイ テム 。 こ れ を 洞窟 の 中 な ど で 使う と 一 暗 に し て 外 に 出る こと が 
で きま す 。 冬 か ら 春 に な る 時 に メル ン の 子供 の 背 か ら 抜 け 落 ち た 真っ 白 
な 聞 で で き て いま す 。 こ れ が 封じ られ る 場所 も あり ます 。 


支え 人 の 手鏡 
裏側 に 世界 を 支え る 人 間 の 姿 が 浮き 彫り され て いる 手鏡 で す 。 鏡 を 見 る 
と 今 いる 場所 の 地図 が 写し 出さ れ ます 。 一 度 使う と 割れ て し まい ます 。 
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Lesser/ ル lern 


ぞ の 季 の プイ テム 


誘い の 瞳 
いつ も し っ と り と 濡れ た 感じ の する 不思議 な 水色 の 玉 。 あ る 石像 の 目 に 
は めこ まれ て お り 、 こ うす る こと で 大 量 の 地下 水 を 呼び 招く こと が で き 
ます 。 古代 人 が 用 いて いた と 言わ れ て いま す 。 








魂 の 軍 

古代 人 の 残し た 不思議 な 湯 滴 形 の 玉 。 浴 ん だ 赤い 色 を し て いて 、 ペ ンダ 
ント と し て 首 か ら さ げ る こと が で きる よう に な っ て いま す 。 何 か の 研究 
の 途中 で 作ら れ た も の の よう で す 。 


英知 の 眼鏡 

古代 人 が 残し た も の と 言わ れる 片目 用 の 金 緑 の 眼鏡 。 さ きらびやか な 装飾 
が 施さ れ て いま す 。 こ れ を 装着 する と 、 見 知ら ぬ 文 字 で も 読み 取る こと 
が で きる よう に な る と 言わ れ て いま す 。 


英知 の 耳飾り 
古代 人 が 呉 し た も の と 言わ れる 貝殻 を 形 どっ た 一 対 の 耳飾り 。 こ れ を 装 
着 す る と 他国 の 言葉 で も 理解 で きる よう に な る と 言わ れ て いま す 。 


バナ の 角笛 

動物 達 に し か 聞こ えな い 音 を 出す 角笛 。 メ ルン 族 に し か 作れ ませ ん 。 か 
つて は 全て の 動物 の 気持 ち を 和らげ る こと が で きた この 角 人 符 も 、 昨 今 は 
元々 人 に な つく 動物 に し か 効果 が な いよ う で す 。 
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レナ モ 


鉱物 の 一 種 。 非常 に 硬く 、 熱 加工 が し や すい の で 、 武 器 の 材料 に 使わ れ 
る こと が 多い よう で す 。 近 頃 テ ビ ナ 山 で 大 鉱脈 が 発見 され まし た 。 


赤い 龍 鱗 
きら きら と 赤く 輝く 、 赤 ん 坊 の 手のひら 大 の 鱗 で す 。 


青い 龍 鱗 
青い めのう の よう な 色 を し た 、 赤 ん 坊 の 手のひら 大 の 鱗 で す 。 


幸福 の 花 


極寒 の 地 に 咲く と いわ れる 花 で す 。 一 度 心 の 暖か な 人 の 手 に 包ま れる と 


その 人 の 一 番 大 事 な も の の た め に 咲き 続け 、 決 し て 枯れ る こと が な いと 
言わ れ て いま す 。 
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ァ ル ナス の 精 疲 


か つて この 地上 に 君臨 し た 創造 神 、 タ ルナ ス 。 マ ー テ ィ ア と の 戦い に 敗れ 四 英 し た 彼 の 肉体 は 、 


時 を 経て 、 5 つの 武器 や 防具 に 変化 し た と いう 。 今 、 こ れ ら の 本 来 の 力 を 開頭 で きる の は アナ ミ 


ス だ け と 言わ れる が 、 果 た し て その 時 、 な に が 起き る の か ・・・。 








破 魔 の 手甲 


書 火 の 唐 


厳 門 の 冠 
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白光 の 剣 
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STAFF 
企画 ・ 原 作 画 神尾 憲二 


ゲー ム デ ザイ ン 一 尾張 裕司 
田 神尾 吉 二 


シナ リオ 画 神尾 憲二 
グラ フィ ッ ク キ ャ ラ デ ザ イン 画 座間 健一 


モン スタ ー デ ザイ ン 較 BLooD & HoNEY 
嶋村 給 文 


マッ プ デ ザ イン 画 佐 ヶ 木 慎 二 


ドッ トキ ャ ラ デ ザ イン 較 佐々木 慎 二 
較 花島 徹 信 


メイ ンプ ログ ラム 軒 原田 誠司 
バト ル ・ ヴ ィ ジ ュ ア ルプ ログ ラム 畠山 康成 
ミュ ー ジ ッ ク コ ン ポ ー ズ 較 飯塚 哲也 


ロゴ デザ イン 画 飯塚 哲也 
ロゴ ワー ク 較 佐 ヶ 木 慎二 


マニ ュ ア ル デ ザ イン 較 飯塚 哲也 


ゲー ム マ ニュ アル 較 神尾 憲二 
較 昆 俊也 


リフ ァ レ ンス マニ ュ ア ル 玉 望月 勝 好 
マニ ュ ア ルカ ッ ト 画 BLooD & HoNEY 

佐 木 慎二 
田 鳴 村 綺 文 
パッ ケー ジ デ ザイ ン 玉 飯塚 哲也 
プロ モー ト 画 會 田 功 一 
プロ デュ ー ス 圧 佐藤 健次 

著作 田 株 式 会 社 バ パンサー ソフ トウ ェ ア 
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